
- 3 -

複素数の計算において，それぞれの活動

がどの数学的活動になるのか確認すると次

のようになる。

(学習課題) 次の二つの数を計算し，その結

果を比較せよ。

ア 問(1)～問(4)を計算し，一致する場合

とそうでない場合があることに気付かせ

る。 [①身近な事象を数学化]

イ その違いはどのようなときに起こるか

を考えさせる。[②数学的な考察・処理]

ウ 等の公式は，

のときのものであって，

が負の数の場合には，成り立たないこ

とに気付かせる。[③論理的に系統化]

エ の符号で場合分けし，新しい公式

を作る。生徒の実態に応じて扱う。

[④身近な事象をとらえ直す]

(2) 留意する事項

ア これまでとの相違点

二次方程式の解の公式と数について

の集合的な取扱いが中学校から高等学

校に移行されている。そのため，高等

学校では実数や複素数等をはじめとし

た数の集合的な取扱いについて，今ま

で以上に丁寧な指導を心掛ける必要が

ある。

イ 評価の観点

生徒は，これまで自然に受け入れて

いた公式には条件があることを知り，

驚きを感じるが，何とかこれを解決し

ようとする。プリントやノートなどか

ら次の二つの観点を評価する。

・ 既習事項を活用し，数学的に考察・処理

することができたか。(数学的な見方や考え方)

・ 見いだした数学的性質を論理的に系統化

することができたか。(表現・処理)

｢おおむね満足できる状況｣にない生徒へ

は，類題等を準備し，処理の仕方等につい

てどこでつまずいているのか押さえながら

確認させる。これらの指導を通し，数学科

の目標である「既習事項との違いを確認し，

見いだした数学的性質を論理的に系統化し，

新しい理論を構成する力」を育成できるも

のと考える。

４ 数学的活動を取り入れた授業の構想例

(1) 題材名 二次方程式の解の公式＜教材

｢黄金比｣＞

(2) 数学的活動を取り入れる視点(①～④

は２の<内的な活動>と対応している。)

ア 身近な題材に興味・関心をもって取り組ませ

る。(①)

イ 今までに分かっていること，知っていること

を基にして，分からないことに挑ませる。

(②)

ウ 問題の解決に当たって生じた疑問を生徒相互

の力で解かせていく。(②)

エ 分かっていることを基にして，知識を構成し

ていく過程を大切にする。(③)

オ 多様なアイデアを基に解の公式を導かせる。

(④)

(3) 本時の評価規準（本時の目標１／２）

ア 具体的な事象の中に潜む黄金比について興味・

関心をもつとともに，二次方程式を平方根の考

えに基づいて意欲的に解こうとしている。

（関心・意欲・態度）

イ 数係数の入った二次方程式を解いた後，一般

化して を解く手順を筋道立て

て考えることができる。（数学的な見方や考え方）

ウ 二次方程式を平方の形に直すことによって解

くことができる。 （表現・処理）

エ 解の公式を導く過程を理解している。

（知識・理解）
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(4) 本時の実際 ア～オは４(2)の数学的活動を取り入れる視点と対応している。

過 時
学習活動と予想される生徒の反応

指導上の留意点と評価

程 間 (◆重点評価項目，◎数学的活動)

１ 中学校で学習した二次方程式の解の求め方を想起する。 ・ どんな形の二次方程式の解を求めたか

２ 学習問題を確認する。 復習をさせる。

導 ５ 長方形から短い辺を一辺とする正方形を切り取って，残った ・ 身の回りにある黄金長方形の例を，実

入 分 長方形がもとの長方形と相似になるとき，もとの長方形の縦と 物等(名刺，新書本)を示し，イメージさ

横の長さの比について調べよう。 せることにより生徒に興味・関心をもた

せる。（◎身近な事象を数学化する。 ア）

３ 解決の見通しをもつ。 ・ しばらく個人追究させて解決方法が見

長い辺を１とし，短い辺を とすると， 付からない生徒には図を示す。

（◎分からないことに挑ませる。 イ）

・ 相似な長方形では対応する辺の長さの

比は等しいことを確認する。

展 40 ４ ペアで検討する。 ・ 互いの方法を出し合い検討させる。

開 分 (予想される生徒の反応) （あまり時間をかけないようにする。）

（◎生徒相互の力で疑問点を解かせる。ウ）

５ 全員で次の課題を考える。 ・ 生徒は式を平方の形に直すことに習熟

していないので，丁寧に指導する。

（予想される生徒の反応） （◎分かっていることを基に知識を構成

していく過程を大切にする。 エ）

① 両辺に を加えると とできる。

◆ 具体的な事象の中に潜む黄金比につい

② 両辺に４をかけると て興味・関心をもつとともに，二次方程

さらに，両辺に１を加えて となるから， 式を平方根の考えに基づいて多様に解く

面白さを感じる。（関心・意欲・態度）

（◎身近な事象を数学化する。 ア）
６ 答えを求める。

より となり，もとの長方形の縦

と横の長さの比が求まる。 ・ 黄金比が用いられているその他の例や

ここで，今日の学習問題の答えの確認をする。 由来について紹介する。

したがって， 例えば，「ギリシャのパルテノン神殿」

もとの長方形の縦と横の長さの比は ：１ となる。 の縦横の比が黄金比に近いことや「ミロ

これを黄金比ということを確認する。 のビーナス」の身体の様々な部分に黄金

比が見られ，理想的な均斉美をもってい

７ 練習問題を解く。 ることなどを紹介する。

・ 生徒自らが変形できることを期待した

いが，生徒の実態によっては，数係数の

８ 次の課題を考える。 場合との比較でとらえさせ納得させる。

解の公式を導く。（※） （◎多様な考えで解の公式を導く。 オ）

終 ５ ９ 本時のまとめと自己評価を行う。 ・ 自己目標に対する反省を具体的に書か

末 分 せることで，次時の活動に生かすように

10 次時の予告を確認する。 する。

※ 各学校の生徒の実情に応じて７，８に発展させることができる。

指導計画の中に数学的活動を位置付け，それぞれの活動の意義を踏まえながら授業展開を行うことで，生

きて働く学力の育成を図りたい。

【引用・参考文献】 吉田明史監修「創造性の基礎を培う数学的活動実践事例集Ⅰ･Ⅱ」 2003年 学校図書

（企画課）




